
五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
の
画
期
と
新
原
・
奴
山
古
墳
群

魚
津
　
知
克

は
じ
め
に

以
前
、
筆
者
は
、「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
と
深
い
関
連
を
も
つ
脈
絡
に
よ
り
、

海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
」
を
「
海
の
古
墳
」
と
み
な
し
た
（
魚
津
二
〇
一
七
）。

そ
の
中
で
、「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
を
、
次
の
四
つ
に
区
分
し
た
。

（
１
）　

海
・
海
産
物
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
生
業
活
動
も
し
く
は
生
産
活
動
。

例
え
ば
、
漁
撈
や
製
塩
。

（
２
）　

海
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
人
・
も
の
・
情
報
の
や
り
と
り
。
す
な
わ
ち
、

海
上
交
通
や
海
上
交
易
。

（
３
）　

列
島
各
地
の
海
域
で
、
あ
る
い
は
列
島
を
こ
え
て
渡
海
す
る
形
で
実
行
さ
れ

る
外
交
・
軍
事
活
動
。

（
４
）　

列
島
の
範
囲
外
か
ら
列
島
各
地
へ
の
海
を
越
え
た
移
住
。

福
岡
県
福
津
市
に
所
在
す
る
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
ま
さ
に
こ
の
四
つ
と
深
い
関

連
を
有
し
つ
つ
、
海
に
面
す
る
地
域
首
長
墓
群
と
し
て
中
期
前
半
に
築
造
が
開
始
さ
れ

た
。
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
至
っ
て
は
、
津
屋
崎
古
墳
群
と
し
て
さ
ら
に
大
規
模
と
な

り
、近
畿
中
央
部
政
権
と
連
携
し
つ
つ
倭
王
権
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

本
誌
、『
沖
ノ
島
研
究
』
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
世
界
遺
産
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
群
で
あ
る
。
倭
王

権
の
統
治
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
山
海
の
政
」（
森
田
二
〇
〇
九
）
の
根
幹
を
形
成
す

る
祭
祀
が
、古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
実
修
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
群
で
あ
り
、

列
島
全
体
、
ひ
い
て
は
世
界
史
的
視
野
で
理
解
す
べ
き
器
物
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
る

の
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
沖
ノ
島
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
央

と
地
方
と
い
う
祭
祀
主
体
の
二
元
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
井
上
一
九
八
四
）。
そ
の

意
味
で
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
こ
の
世
界
遺
産
の
理
解
に
必
要
不
可
欠
な
構
成
資

産
だ
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
つ
い
て
、
考
古
資
料
を
用

い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
す
る
の
が
、
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
用
い
る
考
古
資
料

と
し
て
は
、
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
具
・
工
具
・
漁
具
、
と
り
わ
け
鉄
製
工
具
に
焦
点
を

当
て
る
。
鉄
製
工
具
は
、
生
産
活
動
の
基
軸
と
な
る
生
産
手
段
で
あ
り
、
地
域
社
会
さ

ら
に
は
首
長
層
の
動
向
を
規
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
海
の
古
墳
」
の

築
造
に
至
っ
た
生
産
基
盤
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
欠
か
せ
な
い
考
古
資

料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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筆
者
と
し
て
も
、
か
ね
て
よ
り
、
各
地
域
に
お
け
る
「
海
の
古
墳
」
の
築
造
契
機
を

実
証
的
に
提
示
し
て
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
概
念
構
築
ば

か
り
が
先
行
し
、具
体
的
な
資
料
分
析
は
後
回
し
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
を
反
省
し
、

本
稿
に
お
い
て
、
研
究
上
の
責
務
を
少
し
で
も
果
た
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
最
初
に
、
古
墳
時
代
の
鉄
製
工
具
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
、
工
具
編
成
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
す
る
。
つ
づ

い
て
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
を
示
す
。
そ
し

て
、
鉄
製
工
具
の
推
移
に
お
い
て
新
原
・
奴
山
古
墳
群
副
葬
例
が
占
め
る
位
置
を
、「
海

の
古
墳
」
と
し
て
の
性
格
も
踏
ま
え
つ
つ
考
察
す
る
。

一
、　
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
研
究
史
に
お
け
る
工
具
編
成
の
理
解

ま
ず
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
鉄
製
工
具
様
式
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
概
観
し
て
い
き

た
い
。
よ
り
広
範
な
、
鉄
製
工
具
資
料
に
対
す
る
認
識
を
含
め
た
推
移
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
（
魚
津
二
〇
二
一
ａ
）
も
併
せ
て
参
考
に
さ
れ
た
い
。

戦
後
、
栃
木
県
那
珂
川
町
那
須
八
幡
塚
古
墳
（
三
木
・
村
井
一
九
五
七
）、
大
阪
府

和
泉
市
和
泉
黄
金
塚
古
墳
（
末
永
・
島
田
・
森
一
九
五
四
）、
岡
山
県
岡
山
市
金
蔵
山

古
墳
（
西
谷
・
鎌
木
一
九
五
九
）
に
お
い
て
埋
葬
主
体
部
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

列
島
各
地
の
首
長
墓
に
副
葬
さ
れ
た
各
種
生
産
用
具
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
資
料
に
立
脚
し
つ
つ
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
西
谷
眞
治
の
論
考
（
西
谷 

一
九

五
九
） 

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
生
産
具
あ
る
い
は
建
築
や
日
常
生
活
に
必
要

な
器
物
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
道
具
」 （
前
掲
書　

五
八
頁
）
と
し
て
工
具
が
位
置
づ

け
ら
れ
、木
工
具
と
し
て
斧
、鋸
、鉇
、鑿
な
ど
が
、金
工
具
と
し
て
鎚
、鉗
、鉄
床
【
註

１
】
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
木
工
具
を
中
心
に
、
諸
型
式
の
推
移
が
簡
潔
か

つ
的
確
に
示
さ
れ
る
。
六
五
年
近
く
前
の
、
主
に
古
墳
時
代
社
会
に
お
け
る
生
産
力
を

論
じ
た
内
容
で
あ
る
が
、
現
在
の
水
準
か
ら
み
て
も
、
資
料
分
析
の
大
枠
に
は
ほ
と
ん

ど
変
更
が
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

つ
づ
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
研
究
の
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
。
大
阪
府
藤
井
寺

市
野
中
古
墳
（
北
野
編
一
九
七
六
）
や
奈
良
県
桜
井
市
メ
ス
リ
山
古
墳
（
伊
達
編
一
九

七
七
）
な
ど
で
、
多
種
多
様
な
鉄
製
工
具
副
葬
例
が
報
告
さ
れ
、
基
礎
資
料
が
充
実
し

た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
増
加
し
た
資
料
に
立
脚
し
つ
つ
、
古
瀬

清
秀
が
短
冊
形
斧
（
古
瀬
一
九
七
四
）、
鉇
（
古
瀬
一
九
七
七
）
の
研
究
を
相
次
い
で

発
表
し
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
各
種
鉄
製
工
具
の
型
式
分
類
や
編
年
が
よ
り
詳
細
に
提

示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
後
続
す
る
一
九
八
〇
～
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
個
別
品

目
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。

そ
の
中
で
、
工
具
編
成
の
理
解
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
め

に
古
瀬
清
秀
が
発
表
し
た
論
考
（
古
瀬
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
お
け
る
工

具
の
画
期
は
「
四
世
紀
後
葉
か
ら
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
」
で
あ
り
、「
大
型
製
材
用

工
具
の
出
現
と
、
鑿
・
鋸
な
ど
小
型
加
工
具
の
機
能
分
化
と
著
し
い
量
的
増
加
は
、 

工

具
全
般
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
極
め
て
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。」（
前
掲
書　

八
八

頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
古
瀬
が
設
定
し
た
古
墳
時
代
工
具
の
画
期
は
こ
の
一
つ
の

み
だ
が
、
後
期
に
入
っ
て
工
具
に
「
大
い
な
る
質
的
変
容
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に

想
像
で
き
、
今
日
に
続
く
木
工
具
の
祖
型
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。」（
同　

八
九
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
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二
〇
〇
〇
年
以
降
に
お
い
て
も
、
研
究
は
さ
ら
に
深
化
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
近

年
発
表
さ
れ
た
平
井
洸
史
に
よ
る
様
式
的
把
握
（
平
井
二
〇
二
一
）
は
、
本
稿
の
主
題

に
深
く
関
連
す
る
。
平
井
は
、
地
域
的
動
向
の
把
握
と
地
域
間
比
較
を
通
じ
た
、
工
具

生
産
・
流
通
の
解
明
を
め
ざ
す
（
前
掲
書
四
六
頁
）。
こ
こ
で
、「
造
り
」
と
い
う
製
作

技
術
上
の
概
念
を
、
平
井
は
強
調
す
る
。「
造
り
」
の
差
に
つ
い
て
は
、
着
柄
法
と
着

柄
部
形
態
と
で
認
識
す
る
（
同
四
七
頁
）。
す
な
わ
ち
、
平
井
の
立
場
は
、
工
具
の
製

作
に
あ
た
り
、
鉄
製
部
分
と
木
・
骨
角
な
ど
そ
れ
以
外
の
部
分
と
を
組
み
合
わ
せ
、
道

具
と
し
て
完
成
さ
せ
る
局
面
が
、
様
式
の
把
握
に
決
定
的
な
要
素
と
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
筆
者
も
、
鉄
製
農
具
・
工
具
の
研
究
史
を
示
す
中
で
、
素
材
を
こ
え
た
横
断

的
な
分
析
を
強
調
し
た
こ
と
が
あ
り
（
魚
津
二
〇
二
一
ａ
）、
道
具
の
全
体
形
状
を
重

視
す
る
平
井
論
考
の
視
点
は
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。

た
だ
し
一
方
で
、
工
具
の
「
道
具
立
て
」
を
総
合
的
に
把
握
し
、
生
活
技
術
の
解
明

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
（
山
田
二
〇
一
二
）
と
い
う
、
使
用
技
術
に
立
脚
し
た
観
点
も
、

道
具
様
式
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
分
析
に
は
欠
か
せ
な
い
。
個
々
の
道
具
に
つ
い
て
、

全
形
復
元
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
分
析
し
た
後
、
他
の
道
具
と
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

て
使
っ
て
い
る
の
か
。
鉄
製
農
具
・
工
具
研
究
を
標
榜
し
て
き
た
筆
者
が
今
一
度
掘
り

下
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、　
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
鉄
製
農
具
・
工
具
の

　
　
型
式
編
成
―
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
資
料
を
中
心
に
―

古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、工
具
の
「
道
具
立
て
」
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

北
部
九
州
の
古
墳
、
な
か
で
も
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
副
葬
品
に
は
、
良
好
な
セ
ッ
ト

関
係
を
構
成
す
る
類
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
副
葬
例
に
つ
い

て
、
筆
者
に
よ
る
副
葬
農
具
・
工
具
様
式
案
（
魚
津
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
三
）
に
対
応

さ
せ
つ
つ
示
す
。
紙
幅
の
都
合
上
、
各
型
式
・
様
式
の
要
件
は
上
記
拙
稿
を
ご
参
照
頂

き
た
い
。
た
だ
し
、
時
期
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
小
文
字
の
ロ
ー
マ
数
字
を
使

用
し
て
い
た
が
、
不
要
に
煩
雑
で
あ
り
、
今
後
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
の
は
、
６
期
か
ら
10
期
で
あ
る
。
以
下
、
概
要
を
示
す
。

福
岡
県
福
岡
市
老
司
古
墳
三
号
石
室
副
葬
例
（
６
期
）（
山
口
・
吉
留
・
渡
辺
編

一
九
八
九
）

農
具
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
Ⅰ
群
１
型
ａ
類
（
第
１
図
１
）、
方
形
鍬
鋤
先
Ⅱ
群
１
型

ｂ
１
類
（
第
１
図
２
・
３
）、直
刃
鎌
Ⅰ
組
Ａ
型
１
類
（
第
１
図
４
・
５
）
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
は
早
い
時
期
の
副
葬
例
で
あ
る
。

工
具
は
、有
袋
斧
の
う
ち
Ⅳ
群
（
有
肩
）
が
目
立
つ
。
Ⅳ
Ａ
群
４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第

１
図
６
）、
Ⅳ
Ｂ
群
４
系
２
型
S
式
（
第
１
図
７
・
８
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
Ⅰ
群
（
無

肩
）
の
３
系
２
型
Ｅ
１
式
（
第
１
図
９
）
及
び
４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第
１
図
10
）
が
加

わ
る
。
こ
の
時
期
の
鑿
は
有
茎
鑿
（
第
１
図
11
）
が
主
体
だ
が
、
本
例
で
は
有
袋
鑿
が

目
立
つ
。
Ⅱ
群
３
系
１
型
（
第
１
図
12
・
13
）、
Ⅱ
群
４
系
１
型
（
第
１
図
14
）
で
構

成
さ
れ
る
。
刀
子
は
、
茎
刀
子
Ⅱ
群
２
型
ａ
類
（
第
１
図
17
・
20
・
21
）、
同
ｃ
類
（
第

１
図
18
・
19
）
に
加
え
、鉄
柄
刀
子
Ⅰ
群
２
型
ｂ
類
（
第
１
図
24
）
及
び
Ⅰ
群
３
型
（
第

１
図
22
・
23
）
が
加
わ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
身
が
幅
広
の
鉇
Ⅰ
群

１
型
（
第
１
図
15
・
16
）、
破
片
で
あ
る
た
め
確
定
し
な
い
が
、
Ⅰ
群
と
考
え
ら
れ
る

31



無
茎
鋸
（
第
１
図
25
・
26
）

が
共
伴
し
て
い
る
。

福
岡
県
福
津
市
奴
山
正
園
古

墳
副
葬
例
（
７
期
）（
佐
々

木
編
二
〇
一
三
）

農
具
は
、
方
形
鍬
鋤
先
Ⅱ

群
１
型
ｂ
１
類
（
第
２
図

１
）、
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
型
１

類
（
第
２
図
２
）
で
構
成
さ

れ
る
。
７
期
は
、
大
阪
府
藤

井
寺
市
ア
リ
山
古
墳
（
北
野 

一
九
六
四
）、
静
岡
県
磐
田

市
堂
山
古
墳
前
方
部
埴
輪
棺

（
原
編 

一
九
九
五
）
の
よ
う

に
、
本
格
的
に
曲
刃
鎌
が
副

葬
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
が
、

該
期
の
多
く
の
類
例
は
、
先

端
付
近
で
急
速
に
湾
曲
す
る

Ａ
・
ａ
型
で
あ
り
、
Ｂ
・
ｂ

型
は
後
の
時
期
に
一
般
化
す

る
。
そ
の
点
で
、
奴
山
正
園

第１図　老司古墳３号石室副葬例（1/4）（山口・吉留・渡辺編 1989）
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古
墳
副
葬
例
は
先
進
的
だ
と
言
え
る
。

工
具
は
、
老
司
古
墳
と
同
様
に
、
有
袋
斧
に
お
い
て
Ⅳ
群
（
有
肩
）

が
認
め
ら
れ
る
が
（
第
２
図
６
・
７
）、
袋
部
よ
り
身
部
が
長
い
３
型
に

形
態
が
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
鑿
は
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型
（
第
２
図

８
～
10
）、
有
袋
鑿
Ⅰ
群
４
型
１
類
（
第
２
図
11
・
12
）、
茎
刀
子
Ⅱ
群

１
型
Ａ
類
（
第
２
図
18
）、
鉇
Ⅰ
群
１
型
２
類
（
第
２
図
14
・
15
）、
針

（
第
２
図
16
・
17
）
で
構
成
さ
れ
る
。
有
袋
鑿
が
目
立
つ
点
は
、
老
司
古

墳
三
号
石
室
副
葬
例
と
共
通
す
る
。

福
岡
県
福
津
市
新
原
・
奴
山
一
号
墳
副
葬
例
（
８
期
か
ら
９
期
【
註
２
】）

（
橋
口
編
一
九
八
九
）

８
期
の
兵
庫
県
姫
路
市
姫
路
宮
山
古
墳
第
三
主
体
（
松
本
・
加
藤

一
九
七
三
）、
９
期
の
岡
山
県
笠
岡
市
長
福
寺
裏
山
一
号
（
東
塚
）
古
墳

（
鎌
木
ほ
か
一
九
六
五
）
と
い
っ
た
基
準
資
料
の
よ
う
に
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤

先
（
Ⅰ
群
１
・
２
型
）
や
細
長
あ
る
い
は
鳥
首
状
の
曲
刃
鎌
（
Ⅰ
組
Ｂ
・

Ｃ
型
、Ⅱ
組
ｂ
型
）
が
列
島
の
広
範
囲
で
副
葬
さ
れ
る
時
期
だ
が
、新
原
・

奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
農
具
副
葬
は
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
低
調
で

あ
る
。
一
方
、
工
具
は
奴
山
一
号
墳
で
横
穴
式
石
室
羨
道
部
分
か
ら
良

好
な
セ
ッ
ト
が
出
土
し
た
（
第
３
・
４
図
）。

斧
は
、
有
袋
Ⅰ
群
（
無
肩
）
４
系
２
型
Ｓ
式
（
第
３
図
１
）・
Ⅱ
群

（
な
で
肩
）
３
系
３
型
Ｈ
式
で
あ
り
、張
り
出
し
の
強
い
有
肩
式
を
欠
く
。

鑿
は
、有
茎
鑿
Ⅰ
群
（
第
３
図
３
）
も
存
在
す
る
が
、注
目
さ
れ
る
の
は
、

第２図　奴山正園古墳副葬例（1/4）（佐々木編 2013）
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有
袋
鑿
Ⅰ
群
４
系
３
式
と
い
う
有
肩
の
有
茎
鑿
（
第
３
図
12
）
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ

る
。
同
時
に
、身
部
断
面
が
正
方
形
に
近
い
、引
き
締
ま
っ
た
形
態
の
無
肩
有
袋
鑿
（
Ⅰ

群
４
系
１
型
：
第
３
図
10
・
11
）
が
存
在
す
る
。
穿
孔
性
能
の
高
い
型
式
の
鑿
で
構
成

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
比
較
的
身
部
が
長
い
鉤
状
鉇
（
第
５
図
７
・
８
）、
特
殊
な
形
態
の
無
茎
鋸

（
13
）、
そ
し
て
鎚
（
14
・
15
）
と
鉗
（
16
）
が
共
伴
す
る
。

福
岡
県
飯
塚
市
櫨
山
古
墳
副
葬
例
（
10
期
）（
嶋
田
一
九
九
一
）

農
具
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
Ⅰ
群
２
型
ｂ
類
（
第
５
図
１
）、
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
型
１
類

乙
式
（
第
５
図
２
）・
Ⅱ
組
ｃ
型
２
類
（
第
５
図
６
）
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

曲
刃
鎌
Ⅱ
組
ｃ
型
は
、
身
部
が
鳥
首
状
を
呈
し
基
端
を
斜
め
に
折
り
返
す
た
め
、
柄
を

付
け
る
と
鉈
状
に
な
る
。
鳥
首
状
身
部
の
曲
刃
鎌
は
、
多
く
が
基
端
全
辺
を
折
り
返
す

た
め
身
と
直
角
に
着
柄
さ
れ
る
Ⅰ
組
Ｃ
型
な
の
で
、
本
例
は
該
期
の
特
徴
を
示
す
可
能

性
が
あ
る
。

工
具
で
は
、
鉇
Ⅲ
群

の
出
現
が
こ
の
時
期
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

本
例
で
は
、
Ⅲ
群
２
型

（
第
５
図
13
・
14
）
が

副
葬
さ
れ
て
い
る
。
斧

は
、小
ぶ
り
の
Ⅰ
群
（
無

肩
）
４
型
２
類
Ｅ
２
式

（
第
５
図
９
）
と
Ⅳ
Ａ

群
（
有
肩
）
４
系
３
型

Ｅ
２
式
（
第
５
図
８
）、

中
型
の
Ⅳ
Ａ
群
（
有
肩
）

４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第

５
図
７
）、
大
型
の
Ⅱ

群
（
な
で
肩
）
３
系
２

第３図　奴山１号墳副葬例（1/4）
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型
Ｅ
１
式
（
第
５
図
10
）
で
構
成
さ
れ
る
。
肩
の
張
り
具
合
（
群
別
）
が
、
法
量
の
大

小
に
対
応
す
る
類
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型
（
第
５
図
11
・

12
）
及
び
鹿
角
装
茎
刀
子
Ⅱ
群
４
型
ａ
類
（
第
５
図
15
）
が
共
伴
し
て
い
る
。

福
岡
県
福
津
市
新
原
・
奴
山
四
四
号
墳
副
葬
例
（
11
期
か
ら
12
期
）（
池
ノ
上
編

二
〇
〇
一
）

農
具
は
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
12
期
以
降
の
鉄
製
農
工
具
副
葬
例

が
地
域
に
よ
っ
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
魚
津
二
〇
二
三
）
点
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
横
穴
式
石
室
の
奥
室
が
盗
掘
を
受
け
て
お
り
、
本
来
の
組
成
が
一
部
欠
け
て
い
る

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
留
意
す
べ
き
点
が
残
る
も
の
の
、
工
具
の
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。
副

葬
数
が
比
較
的
少
数
の
斧
及
び
鑿
は
、
前
者
が
有
袋
斧
Ⅱ
群
３
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第
６

図
１
）、後
者
は
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型（
第
６
図
２
）で
あ
る
。
一
方
、鉇
の
副
葬
数
は
多
く
、

Ⅰ
群
１
型（
第
６
図
７
）、特
殊
な
Ⅰ
群
２
型（
第
６
図
４
・
５
）、Ⅱ
群【
註
３
】２
型（
第

６
図
８
）、鉤
状
鉇（
第
６
図
６
）と
い
う
幅
広
い
構
成
で
、か
つ
多
く
が
鹿
角
柄
で
あ
る
。

そ
し
て
、
茎
刀
子
Ⅲ
群
４
型
Ａ
類
（
第
６
図
10
・
11
）、
有
茎
鋸
Ⅰ
群
（
第
６
図
13
）、

第４図　奴山１号墳　副葬工具出土状況

（橋口編 1989）

第５図　櫨山古墳副葬例（1/4）（嶋田 1991）
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凹
形
大
型
刃
器
（
第
６
図
12
）
が
加
わ
る
。

ま
た
、
漁
具
と
し
て
、
筆
者
分
類
（
魚
津
二
〇
一
八
）
の
刺
突
具
Ⅱ
群
２
型
（
第
６

図
９
）
が
共
伴
す
る
。
中
期
中
頃
ま
で
の
首
長
墓
に
し
ば
し
ば
見
い
だ
せ
る
刺
突
具
の

副
葬
は
、
後
期
古
墳
に
お
い
て
は
一
挙
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
例

は
注
目
さ
れ
る
。

三
、　
鉄
製
工
具
の
画
期
と
新
原
・
奴
山
古
墳
群

こ
こ
ま
で
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
、
鉄
製
工
具
の
「
道
具
立
て
」

を
示
し
た
。
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
９
期
か
ら
10
期
、
お
お
よ
そ
五
世
紀
の
末
を

前
後
す
る
時
期
に
お
い
て
、
鉄
製
工
具
の
画
期
と
い
う
べ
き
、
型
式
構
成
の
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
【
註
４
】。
具
体
的
な
変
化
内
容
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

（
一
）
鉇
Ⅱ
群
（
短
茎
鉇
）
の

出
現ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
筆
者

が
鉇
Ⅱ
群
と
す
る
、
短
茎
を
持
つ

鉇
の
出
現
で
あ
る
。
日
本
列
島
に

お
い
て
、
鉇
に
系
統
が
つ
な
が
る

鉄
製
工
具
は
、
弥
生
時
代
中
期
前

半
の
石
川
県
小
松
市
八
日
市
地
方

遺
跡
出
土
品
（
第
７
図
：
中
屋
ほ

か
二
〇
一
九
）
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
例
は
木
柄
も
完
存
し

て
お
り
、
明
確
な
グ
リ
ッ
プ
エ
ン

ド
を
有
す
る
形
態
か
ら
、
両
手
で

第６図　奴山 44 号墳副葬例（1/4）

36



把
持
し
て
押
し
出
す
よ
う
に
用
い
る
動
作
が
復
元
で
き
る
。
比
較
的
硬
質
の
木
製
容
器

な
ど
の
主
に
曲
面
を
対
象
に
、
突
き
出
す
よ
う
な
動
作
で
刳
り
調
整
す
る
の
に
用
い

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
樋
上
・
田
中
・
鶴
来
二
○
一
八
）。
こ
れ
が
、
弥
生
時
代
後
期

に
入
る
と
、
筆
者
が
鉇
Ⅰ
群
と
す
る
、
長
身
の
形
態
へ
と
変
化
す
る
。
身
の
断
面
形

は
、
Ｕ
字
形
・
長
方
形
な
ど
地
域
差
を
も
っ
て
推
移
す
る
（
野
島
二
〇
〇
九
）
も
の

の
、
刃
が
柳
葉
形
と
な
る
点
は
共
通
す
る
。
両
手
で
保
持
し
つ
つ
横
方
向
に
刃
を
動
か

す
よ
う
な
使
用
動
作
に
変
化
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
田
中
謙
が
示
す
よ
う
に
、
刃

部
の
反
り
具
合
に
応
じ
て
様
々
な
木
器
加
工
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
田
中

二
〇
一
七
）。
刃
部
長
か
ら
考
え
て
、
対
象
は
小
型
か
ら
中
型
の
木
器
が
中
心
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

鉇
Ⅰ
群
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
も
継
続
し
、
多
く
の
副
葬
例
が
認
め
ら
れ

る
（
第
８
図
１
～
３
）。
身
部
は
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
副
葬
例
（
第

１
図
16
、
第
８
図
３
）
が
、
３
期
か
ら
６
期
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
前
期

の
「
削
り
小
刀
」（
第
８
図
７
）
や
中
期
の
著
し
く
長
刃
の
鉇
（
第
８
図
６
）
と
い
っ

た
特
殊
な
一
群
を
除
き
、
刃
部
は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
こ
と
は
な
い
。
著
し

く
長
身
の
類
例
で
は
、
台
を
片
手
で
握
り
、
台
か
ら
は
み
出
し
た
身
下
部
（
基
部
）
に

片
手
を
添
え
、
か
な
り
刃
先
に
力
が
か
か
る
動
作
で
仕
上
げ
調
整
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

９
期
か
ら
10
期
を
境
に
、
鉇
Ⅰ
群
の
副
葬
例
は
比
較
的
少
数
と
な
り
、
短
茎
で
幅
広

の
刃
を
持
つ
鉇
Ⅱ
群
の
副
葬
例
（
第
５
図
13
・
14
、
第
９
図
１
・
２
）
が
列
島
の
広
域

で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
つ
づ
く
11
期
か
ら
12
期
に
は
、
長
茎
か
つ
長

刃
の
鉇
Ⅲ
群
（
第
９
図
３
）
が
西
日
本
の
広
域
で
認
め
ら
れ
る
。
先
述
の
八
日
市
地
方

遺
跡
出
土
品
が
、
も
と
も
と
は
中
国
大
陸
の
「
削
刀
」
に
起
源
を
も
つ
工
具
と
し
て
日

本
列
島
に
導
入
さ
れ
た
後
、
鉇
と
い
う
種
類
自
体
が
列
島
独
自
に
発
展
す
る
。
鉇
Ⅱ
群

第７図　八日市地方遺跡出土例

（中屋ほか 2019）

第８図 ９期までの鉇副葬例 (1/4)

１石川県加賀市分校マエ山（カン山）１

号墳　２京都府宇治市宇治二子山北墳南

槨　３大阪府富田林市真名井古墳　４岡

山県岡山市神宮寺山古墳　５大阪府和泉

市和泉黄金塚古墳　６岡山県総社市随庵

古墳　７栃木県那珂川町那須八幡塚古墳
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の
出
現
は
、
日
本
列
島
内
で
の
型
式
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
か
ら
の
伝
世
品
で
あ
る
正
倉
院
宝
物
例
（
帝
室
博
物
館
一
九
四
四
：
第
四
十
図
）

は
、
鉇
Ⅱ
群
の
系
譜
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
、
木
柄
の
長
さ
は
お
よ
そ
一
三
～
二
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
こ
こ
か
ら
、
鉇
Ⅱ
群
の
使
用
動
作
は
、
両
手
で
柄
を
保
持
し

横
方
向
に
刃
を
動
か
す
と
い
う
点
で
は
、
鉇
Ⅰ
群
の
使
用
動
作
と
同
じ
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
鉇
Ⅰ
群
で
は
貫
通
す
る
鉄
身
が
動
作
の
軸
で
あ
り
木
製
台
は
当
て

具
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉇
Ⅱ
群
・
Ⅲ
群
で
は
木
製
柄
の
小
口
に
鉄
刃
の
茎
を
挿
入
す
る

も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
短
茎
の
鉇
Ⅱ
群
は
、
Ⅰ
群
の
よ
う
に
刃
先
に
力
を
か
け
れ

ば
、
柄
が
折
れ
て
し
ま
う
の
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
鉇
Ⅱ
群
は
、
鋭
利
に
研
が
れ
た

刃
に
よ
る
、
平
滑
か
つ
薄
い
カ
ン
ナ
調
整
を
目
指
し
た
形
態
で
あ
り
、
対
象
物
と
し
て

は
建
築
材
あ
る
い
は
船
材
【
註
５
】
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
９
期
か
ら
10
期

の
鉇
の
形
態
変
化
は
、
木
工
技
術
の
画
期
的
な
転
換
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
二
）
有
茎
鋸
の
導
入

ま
た
、
有
茎
鋸
の
導
入
も
、
９
期
か
ら
10
期
に
か
け
て
の
鉄
製
工
具
の
画
期
を
構
成

す
る
大
き
な
変
化
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

日
本
列
島
に
お
け
る
最
古
の
鋸
副
葬
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
期
前
葉
（
２
期
）

の
権
現
山
五
一
号
墳
（
第
11
図
２
：
近
藤
編
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
本
例
は
、
薄
手
の

長
方
形
鉄
板
の
両
側
を
穿
孔
し
柄
を
取
り
付
け
る
、
無
茎
鋸
で
あ
る
。
そ
の
全
形
に
つ

い
て
、
伊
藤
実
は
、「
両
端
に
木
栓
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
Ｈ
形
に
組
ん

だ
木
枠
に
装
着
し
、
鋸
身
と
は
反
対
側
に
取
り
付
け
た
縄
を
振
っ
て
鋸
身
を
緊
張
さ
せ

た
枠
付
鋸
の
よ
う
な
も
の
」
を
想
定
し
て
い
る
（
伊
藤
一
九
九
三
：
五
四
九
頁
）。

無
茎
鋸
は
、
大
ぶ
り
な
施
溝
・
枘
挽
鋸
（
全
長
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
：
筆
者
分
類
Ⅰ
群
）
と
、
小
ぶ
り
な
細
工
鋸
（
全
長
一

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
幅
一
・
五
～
二
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
：
筆
者
分
類
Ⅱ
群
）
と
の

二
群
が
併
存
し
つ
つ
（
魚
津
二
〇
一
五
）、
前
期

か
ら
中
期
の
古
墳
に
副
葬
さ
れ
る
（
伊
藤
前
掲
書
、

丹
下
一
九
九
五
）。

た
だ
し
、
７
期
以
降
、
特
殊
な
形
態
を
有
す
る

鋸
が
出
現
す
る
。
７
期
も
し
く
は
８
期
に
は
、
京

都
府
南
丹
市
岸
ヶ
前
二
号
墳
埋
葬
施
設
三
に
お
い

て
、
両
歯
で
片
方
に
茎
状
突
起
を
有
す
る
形
態
の

鋸
が
副
葬
さ
れ
る
（
第
10
図
：
門
田
編
二
〇
〇
一
）。

有
茎
鋸
の
初
現
例
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
茎

状
突
起
は
図
面
上
側
の
歯
に
著
し
く
偏
っ
て
い

第９図　10 期以降の

鉇副葬例 (1/4)

１奈良県二塚古墳　２群

馬県伊勢崎市恵下古墳　

３愛媛県松山市東山鳶が

森４号墳　

第 10 図 岸ヶ前２号墳副葬鋸（門田編 2001）
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る
。
後
の
有
茎
鋸
の
よ
う
に
一
方
の
み
に
柄
を
つ

け
て
前
後
に
挽
く
に
は
、
い
さ
か
か
無
理
が
あ
り
、

茎
状
突
起
も
幅
が
狭
く
不
安
定
で
あ
る
。
図
面
左

側
の
先
端
も
欠
け
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
ち

ら
に
も
茎
状
突
起
を
復
元
す
る
余
地
が
あ
り
、
身

部
に
平
行
し
て
柄
が
付
く
一
種
の
枠
付
鋸
、
も
し

く
は
両
柄
鋸
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
本
例
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
観
察
を
踏
ま
え
た

関
連
資
料
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は

保
留
し
て
お
き
た
い
。

前
章
に
て
示
し
た
よ
う
に
、
つ
づ
く
８
期
か
ら

９
期
に
か
け
て
、
奴
山
一
号
墳
に
、
両
側
に
Ｌ
字

状
の
腕
部
を
有
す
る
特
殊
な
形
態
の
無
茎
鋸
（
第

３
図
13
）
が
副
葬
さ
れ
る
。
腕
が
は
ね
上
が
る
形

態
か
ら
、
枠
付
鋸
も
し
く
は
両
柄
鋸
だ
と
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
岸
ヶ
前
二
号
墳
例
も
含
め
、
そ
の

系
譜
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
管
見
な
が
ら
、
腕
を

有
す
る
鋸
は
朝
鮮
半
島
に
類
例
が
見
出
せ
ず
、
そ

の
点
で
は
、
鉇
同
様
に
列
島
内
で
の
形
態
変
化
の

結
果
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
す
く
な

く
と
も
、
有
腕
と
い
う
形
態
は
、
切
削
長
に
加
え

て
切
削
深
度
を
確
保
す
る
意
図
が
あ
る
の
は
間
違

第 12 図　有茎鋸の副葬例（1/4）

１福岡県飯塚市小正西古墳　２福岡県宗像市城ヶ谷２号墳　３～４福岡県宗像市大井三倉２号墳　５福

岡県宗像市朝町百田Ｂ－２号墳　６～７福岡県宗像市須恵クヒの浦古墳　８福岡県宗像市大井三倉３号

墳　９福岡県宗像市大井三倉５号墳　10 ～ 11 福岡県宗像市城ヶ谷 56 号墳　12 ～ 13 兵庫県尼崎市園田

大塚山古墳　14 奈良県生駒郡平群町烏土塚古墳

第 11 図　無茎鋸の副葬例（1/4）

１・６～７：奈良県五條市五條猫塚古墳　２：兵庫県たつの市権現山 51 号墳　３：兵庫県加古川市行

者塚古墳　４：千葉県市原市草刈１号墳　５：兵庫県篠山市ずえが谷１号墳　８～９：大阪府藤井寺市

アリ山古墳

第 12 図　有茎鋸の副葬例（1/4）

１福岡県飯塚市小正西古墳　２福岡県宗像市城ヶ谷２号墳　３～４福岡県宗像市大井三倉２号墳　５福

岡県宗像市朝町百田Ｂ－２号墳　６～７福岡県宗像市須恵クヒの浦古墳　８福岡県宗像市大井三倉３号

墳　９福岡県宗像市大井三倉５号墳　10 ～ 11 福岡県宗像市城ヶ谷 56 号墳　12 ～ 13 兵庫県尼崎市園田

大塚山古墳　14 奈良県生駒郡平群町烏土塚古墳

第 11 図　無茎鋸の副葬例（1/4）

１・６～７：奈良県五條市五條猫塚古墳　２：兵庫県たつの市権現山 51 号墳　３：兵庫県加古川市行

者塚古墳　４：千葉県市原市草刈１号墳　５：兵庫県篠山市ずえが谷１号墳　８～９：大阪府藤井寺市

アリ山古墳
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い
な
か
ろ
う
。

後
続
し
て
有
茎
鋸
の
副
葬
が
開
始
さ
れ
る
。
代
表
的
な
10
期
の
副
葬
例
と
し
て
、
福

岡
県
飯
塚
市
小
正
西
古
墳
副
葬
例
（
第
12
図
１
）
や
兵
庫
県
尼
崎
市
園
田
大
塚
山
古
墳

副
葬
例
（
第
12
図
12
・
13
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
期
の
類
例
は
、
斜
関
が
あ
ま
り
明
確

で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
柄
が
身
と
一
直
線
に
接
続
す
る
有
茎
鋸
の
登
場
に
よ
っ
て
、
鋸

の
切
削
深
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
さ
ら
に
は
、
切
削
で
は
な
く
、
切
断
に
用
い
ら

れ
る
局
面
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
茎
鋸
か
ら
有
茎
鋸
へ
の
変
化
は
、
鉇
Ⅱ
群

の
出
現
と
同
様
に
、
こ
の
時
期
に
建
築
材
あ
る
い
は
船
材
の
精
密
な
製
材
【
註
６
】
が

大
き
な
焦
点
と
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

さ
ら
に
、
宗
像
地
域
に
お
い
て
は
11
期
か
ら
12
期
に
お
い
て
も
、
多
く
の
有
茎
鋸
が

副
葬
さ
れ
る
。
そ
の
類
例
と
し
て
は
、
宗
像
市
須
恵
ク
ヒ
の
浦
古
墳
（
第
11
図
６
・
７
）

と
い
っ
た
地
域
首
長
墳
と
し
て
の
前
方
後
円
墳
や
、
地
域
首
長
墳
と
同
一
墓
域
の
横
穴

式
石
室
墳
で
あ
る
新
原
・
奴
山
四
四
号
墳
（
第
６
図
13
）
だ
け
で
な
く
、
城
ヶ
谷
古
墳

群
（
第
12
図
２
、
10
・
11
）
や
大
井
三
倉
古
墳
群
（
第
12
図
３
・
４
、
８
・
９
）
の
よ

う
に
、
群
集
墳
ご
と
に
複
数
が
認
め
ら
れ
る
。
阿
南
翔
悟
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

鍛
冶
・
木
工
に
関
連
す
る
工
人
集
団
と
深
く
関
連
し
つ
つ
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
有
茎

鋸
の
副
葬
が
継
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
阿
南
二
〇
一
三
）。
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

の
無
茎
鋸
の
副
葬
が
首
長
墳
中
心
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
群
集
墳
に
お
け
る
有
茎

鋸
の
継
続
副
葬
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
副
葬
品
が
先
駆
と
な
っ
た
鋸
の
形
態
変
化
は
、

鉄
製
工
具
の
画
期
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
広
域
に
及
ぶ
手
工
業
生
産
体
制
の
編

成
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

四
、
結
論
　

　
　
　
―
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
鉄
製
工
具
副
葬
の
意
義
―

こ
れ
ま
で
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
お
い
て
、
良
好
な
セ
ッ
ト
関
係
を
持
つ
鉄
製
工

具
が
継
続
し
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
、
鉇
や
鋸

の
機
能
変
化
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
変
化
は
、
斧
や
鑿
に

お
け
る
主
要
型
式
の
変
化
に
も
連
動
し
て
お
り
、
五
世
紀
末
の
鉄
製
工
具
の
画
期
を
構

成
す
る
。
そ
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
、
最
後
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

比
較
対
象
と
な
る
の
が
、
７
期
か
ら
９
期
に
ほ
ぼ
収
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
、
福
岡
県

朝
倉
市
古
寺
墳
墓
群
（
橋
口
編
一
九
八
二
・
一
九
八
三
）、
池
の
上
墳
墓
群
（
橋
口
編

一
九
七
九
）（
以
下
、古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
と
総
称
す
る
）
の
資
料
で
あ
る
（
第
13
図
）。

古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
は
、
陶
質
土
器
・
初
期
須
恵
器
な
ど
、
数
多
く
の
渡
来
系
統

に
属
す
る
副
葬
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
著
名
で
あ
り
（
朴
天
秀
一
九
九
五
）、
そ
の

点
で
は
新
原
・
奴
山
古
墳
群
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
具
・
工
具

の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
明
確
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
に
お
い
て
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
や
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
・
Ｃ
型
、	

Ⅱ
組
b
型
と
い
っ
た
、
渡
来
系
統
に
属
す
る
新
式
の
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
が
多

数
を
占
め
る
。
鉄
製
工
具
は
、
鉄
柄
付
刀
子
や
無
茎
鋸
な
ど
、
注
目
す
べ
き
副
葬
例
も

含
む
も
の
の
、
鉄
製
農
具
に
比
べ
明
ら
か
に
少
数
で
あ
る
。
一
方
、
新
原
・
奴
山
古
墳

群
で
は
、
有
袋
斧
、 

有
茎
・
有
袋
鑿
、
鉇
、
鋸
と
い
っ
た
工
具
の
セ
ッ
ト
が
主
軸
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
対
比
を
な
す
原
因
と
し
て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
造
墓
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第 13 図　古寺・池の上墳墓群における鉄製農具・工具副葬例

1・4・15・16：古寺６号土壙墓　2・12・20・24：古寺 19 号土壙墓　3・10・11：古寺 17 号土壙墓　

5：池の上Ｄ-7　6・17：池の上Ｄ-26　7：古寺１号土壙墓　8・19・26：池の上Ｄ-4　9・21：古寺 7 号

土壙墓　13・23：古寺 14 号土壙墓　14：古寺９号土壙墓　18・22・25：池の上Ｄ-3　27：池の上 1 号

墳 4号主体
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集
団
の
階
層
の
違
い
で
あ
る
。
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
、
宗
像
地
域
さ
ら
に
は
よ
り
広

域
の
首
長
墓
が
主
体
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
一
方
、
古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群

に
つ
い
て
は
、
地
域
首
長
の
傘
下
に
あ
る
渡
来
人
集
団
の
墓
域
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
（
高
田
二
〇
一
四
：
一
九
五
頁
）。
両
者
の
造
墓
集
団
に
は
、
明
ら
か
に
階

層
差
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
位
集
団
が
新
式
工
具
セ
ッ
ト
を
積
極
的
に
副
葬

し
、
よ
り
下
位
の
集
団
が
新
式
農
具
セ
ッ
ト
を
積
極
的
に
副
葬
す
る
と
の
想
定
が
成
り

立
つ
。

し
か
し
、
宗
像
地
域
で
は
有
茎
鋸
の
副
葬
が
10
期
以
降
も
継
続
し
、
地
域
首
長
墓
だ

け
で
な
く
同
一
群
集
墳
で
の
集
中
副
葬
も
存
在
す
る
こ
と
を
前
章
で
示
し
た
。
仮
に
、

当
初
は
上
位
集
団
の
み
に
新
式
工
具
セ
ッ
ト
を
副
葬
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

木
工
や
造
船
に
携
わ
っ
た
工
人
集
団
の
紐
帯
を
示
す
も
の
と
し
て
急
速
に
変
容
し
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
式
の
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
は
、
８
期
か
ら
９
期
に
列
島
の
広
い
範

囲
に
急
速
に
拡
散
す
る
。
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
先
に
も
触
れ
た
、
兵
庫
県
姫
路

市
姫
路
宮
山
古
墳
第
三
主
体
（
松
本
・
加
藤
一
九
七
三
）
と
い
っ
た
地
域
首
長
墓
へ
副

葬
さ
れ
る
と
同
時
に
、
集
落
近
辺
で
の
祭
祀
遺
構
に
も
供
献
さ
れ
る
点
で
、
大
き
な
社

会
的
広
が
り
を
呈
し
て
い
る
（
魚
津
二
〇
二
一
ｂ
）。
工
具
・
農
具
の
副
葬
志
向
の
違

い
は
、
階
層
差
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
複
雑
な
様
相
を
具
体
的
に
理
解
す
る
上
で
有
益
な
の
が
、
北
陸
地
方
に
お
け
る

Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
副
葬
の
拡
散
に
つ
い
て
の
繰
納
民
之
の
想
定
で
あ
る
。
繰
納
は
、
甲
冑

副
葬
と
も
関
連
す
る
形
で
の
、「
あ
る
程
度
規
制
さ
れ
た
流
通
構
造
」
を
見
出
し
た
（
繰

納
二
〇
二
〇　

二
三
一
頁
）。
新
式
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
は
、
波
及
当
初
は
階
層

表
示
の
側
面
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
は
多
面
的
な
要
因
の
も
と
で
各
地
に
受
容

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
は
、

建
築
材
あ
る
い
は
船
材
の
精
密
な
製
材
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
新
原
・

奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
新
式
鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
は
、
ひ
と
え
に
「
海
を
舞
台
と

し
た
人
間
活
動
」
の
結
実
で
あ
っ
た
。
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間

活
動
」
の
四
つ
の
区
分
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
新
式
鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た

の
は
「
海
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
人
・
も
の
・
情
報
の
や
り
と
り
」
に
よ
る
新
技
術

の
導
入
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
技
術
導
入
は
、「
列
島
各
地
の
海
域
で
、
あ
る
い
は

列
島
を
こ
え
て
渡
海
す
る
形
で
実
行
さ
れ
る
外
交
・
軍
事
活
動
」
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
、
沖
ノ
島
を
望
む
海
域
に
接
し
て
築
造
さ
れ
た
「
海
の
古
墳
」
へ
の
新
式

鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
を
示
し
つ
つ
、「
海
の
古
墳
」

と
し
て
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
鉄
製
工
具
副
葬
の
側
面
か
ら
考

察
を
試
み
た
。
本
稿
が
、
そ
の
目
的
を
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
か
、
い
さ
さ
か
心
許
な

い
。
北
部
九
州
以
外
の
類
例
も
踏
ま
え
た
広
い
視
野
を
持
つ
諸
賢
の
批
判
や
検
討
を
仰

ぐ
と
と
も
に
、
木
工
技
術
が
本
来
対
象
と
す
る
木
器
の
様
相
も
含
め
、
さ
ら
な
る
資
料

精
査
を
自
ら
に
課
し
て
い
き
た
い
。
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た
だ
、
本
稿
で
、
中
期
後
半
の
渡
来
系
技
術
の
定
着
過
程
で
新
式
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト

と
新
式
工
具
セ
ッ
ト
と
の
間
に
副
葬
意
義
の
差
異
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
該
期
の
社

会
構
造
の
影
響
の
も
と
で
列
島
各
地
で
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
せ
た
。
こ
れ
は
、

後
期
古
墳
に
お
け
る
鉄
製
農
具
・
工
具
副
葬
の
地
域
性
と
い
う
課
題
（
鈴
木
二
〇
一
六
）

の
解
明
の
糸
口
に
な
る
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
は
じ
め
と
す
る
宗
像
地
域
の
副
葬
資
料
は
、
五
世
紀
末
に
お

け
る
鉄
製
工
具
の
画
期
だ
け
で
な
く
、
六
世
紀
以
降
に
お
け
る
列
島
社
会
の
編
成
過
程

を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
視
座
を
与
え
る
。こ
の
指
摘
を
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

註１　
（
西
谷
一
九
五
九
）
で
は
「
鉄か
な

鎚づ
ち

」「
鉄か
な

鉗は
し

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

２　

本
例
は
８
期
に
属
す
る
と
み
な
し
て
い
る
も
の
の
、
農
具
を
欠
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
時

期
幅
を
も
た
せ
て
お
き
た
い
。

３　

短
茎
鉇
よ
り
長
茎
鉇
が
後
出
す
る
の
が
確
実
と
考
え
た
の
で
、
旧
稿
の
Ⅱ
群
と
Ⅲ
群
と
を

入
れ
か
え
、
Ⅱ
群
（
短
茎
鉇
）
Ⅲ
群
（
長
茎
鉇
）
と
順
序
を
揃
え
る
。

４　

第
一
章
で
引
用
し
た
よ
う
に
、（
古
瀬
一
九
九
一
）
で
は
、「
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
前

半
に
か
け
て
」
が
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
工
具
の
画
期
と
さ
れ
る
。
本
稿
の
対
象
時
期
よ

り
前
（
４
期
か
ら
６
期
）
で
あ
り
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

５　

船
材
も
含
め
た
の
は
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
な
ど
北
部
九
州
の
該
期
の
類
例
に
、
船
材
加

工
に
必
要
な
、
穿
孔
性
能
が
比
較
的
高
い
有
袋
鑿
が
目
立
つ
た
め
で
あ
る
。

６　

有
茎
鋸
副
葬
例
の
集
中
と
造
船
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、す
で
に
的
確
な
指
摘
が
あ
る
（
白

木
二
〇
一
一
、亀
田
二
〇
一
三
）。
本
稿
で
は
、鑿
や
鉇
の
型
式
構
成
も
加
え
た
、工
具
の「
道

具
立
て
」
の
次
元
で
先
行
研
究
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

引
用
・
参
照
文
献

阿
南
翔
悟　

二
〇
一
三　
「
九
州
出
土
鋸
に
つ
い
て
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
』
２　

福
岡
大
学

考
古
学
研
究
室　

二
六
五
―
二
七
五
頁

池
ノ
上
宏
（
編
）
二
〇
〇
一
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
Ⅱ
』
津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七

集　

津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

伊
藤　

実 

一
九
九
三  

「
日
本
古
代
の
鋸
」『
考
古
論
集
』
潮
見
浩
先
生
退
官
記
念
論
集 

潮
見
浩
先

生
退
官
記
念
事
業
会  

五
三
五
―
五
六
一
頁

井
上
光
貞　

一
九
八
四　
「
古
代
沖
の
島
の
祭
祀
」『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』　

東
京
大
学
出

版
会　

二
〇
八
―
二
四
五
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
五　
「
五
條
猫
塚
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
工
具
の
構
成
と
要
素
」『
五
條

猫
塚
古
墳
の
研
究
』
総
括
編　

奈
良
国
立
博
物
館　

三
五
一
―
三
六
四
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
七　
『
海
の
古
墳
』
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
」『
史
林
』
第
一
〇
〇
巻
第

一
号　

史
学
研
究
会　

一
七
八
―
二
一
一
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
八　
「
漁
具
資
料
か
ら
み
る
古
墳
時
代
の
生
業
様
相
、対
外
交
渉
、統
治
理
念
」

『
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳
時
代
―
』
最
終
報
告
書
論
考
編　
「
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳

時
代
―
」
研
究
会　
「
韓
日
交
渉
の
考
古
学
―
三
国
時
代
―
」
研
究
会　

六
九
四
―
七
〇
七
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
〇　
「
鉄
製
農
工
具
の
分
類
と
様
式
設
定
」『
中
期
古
墳
研
究
の
現
状
と
課
題

Ⅳ
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
二
三
回
研
究
集
会
発
表
要
旨
集
・
資
料
集
成　

中
国
四

国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
二
三
回
研
究
集
会
実
行
委
員
会　

五
一
―
六
八
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
一
ａ　
「
鉄
製
農
具
・
工
具
研
究
史
か
ら
み
た
古
墳
時
代
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
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チ
」『
昼
飯
の
丘
に
集
う
』
中
井
正
幸
さ
ん
還
暦
記
念
論
集 

中
井
正
幸
さ
ん
の
還
暦
を
お
祝
い

す
る
会 
三
三
―
四
二
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
一
ｂ「
古
墳
時
代
祭
祀
遺
構
に
お
け
る
鉄
製
農
具
供
献
の
意
義
」『
技
と
慧
眼
』　

塚
本
敏
夫
さ
ん
還
暦
記
念
論
集
事
務
局　

六
七
―
七
八
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
三
「
後
期
古
墳
に
お
け
る
鉄
製
農
工
具
副
葬
の
背
景
」『
高
山
流
水
』
赤
澤

徳
明
さ
ん
退
職
記
念
論
集　

赤
澤
徳
明
さ
ん
退
職
論
集
刊
行
委
員
会　

三
二
五
―
三
三
四
頁

鎌
木
義
昌
（
ほ
か
） 

一
九
六
五　

 

『
長
福
寺
裏
山
古
墳
群
』　

長
福
寺
裏
山
古
墳
群
・
関
戸
廃
寺
跡

調
査
推
進
委
員
会

亀
田
修
一　

二
〇
一
三　
「
古
代
宗
像
の
渡
来
人
」『
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
再
検
討
』「
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
三　
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会

議　

四
三
―
六
五
頁

北
野
耕
平　

一
九
六
四 

「
野
中
ア
リ
山
古
墳
」『
河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
』
大
阪
大
学
文
学
部

国
史
研
究
室
研
究
報
告
第
一
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室

北
野
耕
平
（
編
）
一
九
七
六　
『
河
内
野
中
古
墳
の
研
究
』
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
研
究

報
告
第
二
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室

近
藤
義
郎
（
編
）
一
九
九
一　
『
権
現
山
51
号
墳
』　
『
権
現
山
51
号
墳
』
刊
行
会

佐
々
木
隆
彦
（
編
）
二
〇
一
三　
『
奴
山
正
園
古
墳
』
福
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集　

福

津
市
教
育
委
員
会

嶋
田
光
一　

一
九
九
一
「
櫨
山
古
墳
の
再
検
討
」『
古
文
化
談
叢
』
児
島
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
論

集　

児
島
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会　

五
〇
七
―
五
五
八
頁

白
木
英
敏　

二
〇
一
一
「
宗
像
海
人
集
団
の
動
向
」『
学
術
研
究
集
会　

海
の
古
墳
を
考
え
る
』　

海
の
古
墳
を
考
え
る
会　

七
九
―
八
七
頁

末
永
雅
雄
・
島
田　

曉
・
森
浩
一　

一
九
五
四　
『
和
泉
黄
金
塚
古
墳
』
日
本
考
古
学
報
告
第
五

冊　

綜
藝
舎

鈴
木
一
有　

二
〇
一
六　
「
中
原
四
号
墳
か
ら
出
土
し
た
生
産
用
具
が
提
起
す
る
間
題
」『
伝
法　

中
原
古
墳
群
』
富
士
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
五
九
集　

富
士
市
教
育
委
員
会　

二
二
一
―

二
四
八
頁 

繰
納
民
之　

二
〇
二
〇　
「
考
察
―
河
田
山
古
墳
出
土
鉄
製
品
の
様
相
―
」『
河
田
山
古
墳
群
』　

小
松
市
教
育
委
員
会　

二
一
五
―
二
三
六
頁

高
田
貫
太　

二
〇
一
四　
『
古
墳
時
代
の
日
朝
関
係
』　

吉
川
弘
文
館

伊
達
宗
泰
（
編
）
一
九
七
七　
『
メ
ス
リ
山
古
墳
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第

三
五
冊　

奈
良
県
教
育
委
員
会

田
中　

謙　

二
〇
一
七　
「
木
工
具
」『
モ
ノ
と
技
術
の
古
代
史
』
金
属
編　

吉
川
弘
文
館　

一
三

―
五
一
頁

丹
下
昌
之　

一
九
九
五　
「
古
代
遺
跡
出
土
鋸
の
研
究
」『
民
具
研
究
』
日
本
民
具
学
会　

一
一
〇　

一
―
一
八
頁

帝
室
博
物
館　

一
九
四
四　
『
正
倉
院
御
物
図
録
』
第
一
五

中
屋
克
彦
（
ほ
か
編
）
二
〇
一
九　
『
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
』　

石
川
県
教
育
委
員
会

西
谷
眞
治　

一
九
五
九　
「
農
民
の
生
活
」『
世
界
考
古
学
大
系
』
三　

平
凡
社　

五
一
―
六
六
頁

西
谷
眞
治
・
鎌
木
義
昌　

一
九
五
九　
『
金
蔵
山
古
墳
』
倉
敷
考
古
館
研
究
報
告
第
一
冊　

倉
敷

考
古
館

野
島　

永　

二
〇
〇
九　
『
初
期
国
家
形
成
過
程
の
鉄
器
文
化
』　

雄
山
閣

朴
天
秀　

一
九
九
五　
「
渡
来
系
文
物
か
ら
み
た
伽
耶
と
倭
に
お
け
る
政
治
的
変
動
」『
待
兼
山
論

叢
』
第
二
九
号　

大
阪
大
学
文
学
部　

五
三
―
八
四
頁
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橋
口
達
也
（
編
）
一
九
七
九　
『
池
の
上
墳
墓
群
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
集　

甘
木

市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
二　
『
古
寺
墳
墓
群
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
集　

甘
木

市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
三　
『
古
寺
墳
墓
群
Ⅱ
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
五
集　

甘

木
市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
九　
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
』
津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集　

津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

原
秀
三
郎
（
編
）
一
九
九
五
『
遠
江　

堂
山
古
墳
』　

磐
田
市
教
育
委
員
会

樋
上　

昇
・
田
中　

謙
・
鶴
来
航
介　

二
○
一
八　
「
木
製
品
か
ら
み
た
金
属
製
工
具
の
使
用
」『
鉄

器
招
来
』
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
館
二
○
周
年
記
念
講
座
当
日
資
料　

三
七
―
四
六

頁
平
井
洸
史　

二
〇
二
一　
「
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
の
様
式
的
展
開
」『
古
代
吉
備
』
第
三
二
集　

古

代
吉
備
研
究
会　

四
六
―
六
六
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
七
四　
「
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
の
研
究
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
〇
巻
二
号　

日

本
考
古
学
会　

三
一
―
五
六
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
七
七　
「
古
墳
出
土
の
鉇
の
形
態
的
変
遷
と
そ
の
役
割
」『
考
古
論
集
』
慶
祝
松

崎
寿
和
先
生
六
十
三
歳
論
文
集　

松
崎
寿
和
先
生
退
官
記
念
事
業
会　

二
五
七
―
二
七
〇
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
九
一　
「
農
工
具
」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
第
八
巻　

古
墳
Ⅱ　

副
葬
品　

雄
山

閣
出
版　

七
一
―
九
一
頁

松
本
正
信
・
加
藤
史
郎　

一
九
七
三
『
宮
山
古
墳
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
』
姫
路
市
文
化
財
調
査

報
告
Ⅳ　

姫
路
市
教
育
委
員
会

三
木
文
雄
・
村
井
嵓
雄
一
九
五
七　
『
那
須
八
幡
塚
』　

小
川
町
古
代
文
化
研
究
会

森
田
喜
久
男　

二
〇
〇
九　
『
日
本
古
代
の
王
権
と
山
野
河
海
』　

吉
川
弘
文
館

門
田
誠
一
（
編
）
二
〇
〇
一　
『
園
部
岸
ヶ
前
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』　

佛
教
大
学
校
地
調
査

委
員
会

山
口
譲
治
・
吉
留
秀
敏
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渡
辺
芳
郎
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編
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一
九
八
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『
老
司
古
墳
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
第
二
〇
九
集　

福
岡
市
教
育
委
員
会

山
田
昌
久　

二
〇
一
二　
「
木
工
技
術
と
森
林
利
用
」 『
木
の
考
古
学 

出
土
木
製
品
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
』　

海
青
社　

三
二
八
―
三
三
六
頁

図
面
出
典
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
て
記
載
し
た
も
の
以
外
）　

第
３
図　

１
～
３
、５
～
６
、９
～
16　
（
橋
口
編
一
九
八
九
）
を
実
見
の
う
え
一
部
改
変　

／
４
・

７
～
８　

筆
者
実
測
（
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）

第
６
図　

１
・
９　

筆
者
実
測
（
福
津
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
／
２
～
８
、
10
～
13　
（
池
ノ
上

編
二
〇
〇
一
）
を
実
見
の
う
え
一
部
改
変　

第
８
図　

１　

加
賀
市
教
育
委
員
会 

一
九
七
九
『
分
校
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
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２　

杉
本　

宏
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編
）
一
九
九
一
『
宇
治
二
子
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
宇
治
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
冊　

宇
治
市
教
育
委
員
会
／
３　

北
野
耕
平
一
九
六
四 

「
富
田
林
真
名
井
古
墳
」『
河
内
に
お
け
る
古

墳
の
調
査
』
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
研
究
報
告
第
一
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究

室
／
４　

鎌
木
義
昌 

一
九
六
二「
古
墳
時
代
」『
岡
山
市
史
』古
代
篇　

岡
山
市
役
所
／
５　
（
末

永
・
島
田
・
森 

一
九
五
四
）
／
６　

鎌
木
義
昌
（
編
）
一
九
六
五
『
随
庵
古
墳
』　

総
社
市
教

育
委
員
会
／
７　
（
三
木
・
村
井 

一
九
五
七
）

第
９
図　
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上
田
宏
範
・
北
野
耕
平
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伊
逹
宗
泰
・
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浩
一 
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九
六
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古
墳
』
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良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
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奈
良
県
教
育
委
員
会
／
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小
野
山
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本
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章
一
九
八
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五
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東
京
国
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―
三
一
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／
３　

筆
者
実
測
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松
山
市

考
古
館
所
蔵
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第
10
図　
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・
６
・
７　

吉
澤　

悟
・
川
畑　

純
・
初
村
武
寛
（
編
）
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〇
一
四
『
五
條
猫
塚
古

墳
の
研
究　

報
告
編
』　

奈
良
国
立
博
物
館
／
２　
（
近
藤
一
九
九
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／
３　

加
古
川
市
教
育

委
員
会
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編
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九
九
七　
『
行
者
塚
古
墳
発
掘
調
査
概
報
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加
古
川
市
文
化
財
調
査
報
告
書

一
五　
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古
川
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教
育
委
員
会
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４　

田
井
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二 

一
九
九
七
『
千
原
台
ニ
ュ
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タ
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ン
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』
千

葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
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九
五
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葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
／
５　
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賀
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治 
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〇
一
三
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え
が
谷
古
墳
群
の
調
査
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三
釈
迦
山
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麓
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跡
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庫
県
文
化
財
調
査
報

告
第
四
五
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冊
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野
一
九
六
四
）

第
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図　

１　

毛
利
哲
久
（
編
）
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〇
〇
〇
『
小
正
西
古
墳
』
穂
波
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一

二
集　

穂
波
町
教
育
委
員
会　

２
～
11
渡
辺　

誠
（
編
）
一
九
九
七　
『
考
古
資
料
ソ
フ
テ
ッ

ク
ス
写
真
集
』
第
六
集　

名
古
屋
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
／
12
～
13
梅
原
末
治
・
小
林
行

雄 

一
九
四
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園
田
村
大
塚
山
古
墳
と
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の
遺
物
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兵
庫
県
史
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名
勝
天
然
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念
物
調
査
報
告
』
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一
五
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兵
庫
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14
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達
宗
泰
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か
）
一
九
七
二　
『
烏
土
塚
古
墳
』
奈
良
県
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
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冊　

奈
良
県
教
育
委
員
会

第
13
図　

１
・
４
・
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・
９
、
14
～
16
、
21　
（
橋
口
編
一
九
八
二
）

２
・
３
、
10
～
13
、
23
～
24　
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橋
口
編
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九
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～
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、
８
、
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～
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、
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、
25
～
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橋
口
編
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九
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九
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